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たかがい恵美子の活動報告
やりがい、いきがい。たかがい！ ～成熟社会を創る看護力～ 参議院議員 髙階恵美子事務所
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一連の災害被害、とくに河川の氾濫等による被害は
昨年を大きく上回っており、減災防災をも視野に入れ
た改良復旧が求められています。文教科学分野では、
人づくりの充実強化、最先端のイノベーション促進及
びスポーツ・文化の振興の加速を補正予算の重点とし
ています。学校ＩＣＴ化はSociety5.0の未来社会を創
る児童生徒にとって必須の教育環境だと考えています。
生まれ育つ場によって受けられる教育機会が制約され
ることのないよう、しっかりと対応して参ります。

新たな経済対策の検討

さらなる復興創生へ10年延長

来年度の税制改正に向けた党内での議論が
本格化しています。これまでは全国各地で活
躍する様々な分野の皆様にお運びいただき、
現場の率直なお声をたくさんお聞きしました。
これから年末にかけては、税調の構成員とし
て要望を述べ目的達成すべく、がんばる番で
す。緊迫する場面が続きますが、緊張感を保
ち一瞬一瞬に思いを込めて臨んでいます。

実践的な英語の習得をめざす学校教育

大学入学共通テストにおける英語試験の導入が見直さ
れる運びとなったことを受け、文部科学部会は、受験生
が不利益を被ることのないよう政府に対策を求めること
などを決議し、大学入試英語の適正実施に関するワーキ
ングチームを党内に設置する方針を決めました。大学入
試改革に関するこれまでの取り組みを検証したうえで、
高大接続改革が実現する新たな試験体制の整備等を議論
し、年度末を目途に提言をまとめる予定です。

税制改正に向け、千客万来 その他【11月】の主な活動

復興庁の設置期限を１０年間延長すること
などを盛り込んだ基本方針案が示され、参議
院東日本大震災復興特別委員会で一般質疑を
行いました。地震・津波被災地域における着
実な創生への道を拓くうえでも、党派の垣根
を越えワンチームで課題に立ち向かっていこ
うとの思いを共有しました。


